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発刊にあたって 静岡県養護教諭研究会会長 岩崎糸恵 

 調査研究委員会の実態調査報告によると，平成１０年度に保健に関する授業を実施した会員は
４９．３％でした。内容は，学級活動ＴＴ ６０．４％，一人での学級活動 ３０．６％，保健学習ＴＴ ３
１．１％，一人での保健学習 １４．９％でした。学級活動の授業に取り組んでいる人の方が多く，
またＴＴによる授業への取り組みが多い現状です。今後の見通しとして保健学習への参画の増加
が予想されるので，求められる事例集としてⅥ号を「養護教諭が行う授業実践」とすることにしまし
た。そして，保健学習をすでに手がけている人や，これから取り組もうとしている人にとっても，より
身近な事例集になるよう次の２点の特徴づけをしました。 
 １点目は，すでにある事例をもとに編集するのではなく，事例をつくり出すことから始めることにし
たことです。県内の東中西の各ブロックから６名ずつ協力委員を募り，同じスタートラインに立って
の研修をし，その成果である１８例を載せようと考えました。 
 ２点目は，校内の協力体制，学級担任・教科担任との連携，養護教諭の職務の特質や保健室
の機能を生かした点，授業へのかかわり方，成果，今後の課題・感想を「授業実践を振り返って」
として載せることです。以上，平成１０，１１年度の２年間をかけて活動していくことにしました。 
 研修が歩み始めると，７月に教職員免許法の一部を改正する法律等の公布があり，「養護教諭
の免許状を有し３年以上の経験を有していれば，保健の教科領域に係わる教諭，講師の兼職が
可能」ということになりました。養護教諭の求められる資質の幅が広がり，事例集づくりにも勢いを
増すことになりました。 
 １２月になると学習指導要領の改訂があり，編集の方向性の再検討を余儀なくされました。現行
学習指導要領に基づいてすでに計画実践してきた授業を新指導要領にも対応できるよう編集し直
したり，新たに改訂にそった授業を加えたりして，全部で２０事例を用意しました。 
 １１年度に入ると，静岡大学の赤田信一先生のご指導も得られるようになり，編集委員の力も倍
増して，「０からのスタート」と始まった研修もいよいよ成果をまとめることができました。 
 ２年間にわたり研修に携わった１８人の協力委員の方々の努力がこの１冊の重さの中に込めら
れています。読むにつれて頼もしさも感じます。編集委員や協力委員の方々だけに留まらず，会
員の皆様に役立ち，養護教諭が行う授業の在り方の究明のひとつのきっかけとして，今後への期
待に胸がふくらみます。保健学習の授業実践への道に踏み出してみると，利点や問題点がだんだ
んはっきりしてくると思います。各学校の実態から，何のためという目的と子供たちにとっての価値
を考慮して，職務の特質を生かしていきたいものです。 
 最後になりましたが，授業実践にまでご指導，ご協力くださいました協力委員の学校の皆様に厚
くお礼申し上げます。 
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 中央審議会・保健体育審議会・教育職員養成審議会・教育課程審議会等様々な審議会の答申
を受けて，養護教諭の特質を生かし，余人に代え難い新たな役割が打ち出され養護教諭への期
待が高まっています。 
 養護教諭が教諭または講師として，保健領域の授業を担当することができることになり，それに
対応するために静岡県養護教諭研究会では「養護教諭が行う授業実践（０からのスタート）」とし，
各地区から協力委員を選出し保健学習に取り組んできました。 
 お茶の水女子大学附属中学校の養護教諭 山梨八重子先生の「授業について」の講義を受け，
授業の中で『健康診断，健康観察，保健室での子供たちとの対応等の職務を通して得た健康課
題を生かすことができるか』と試行錯誤を繰り返しました。保健指導と保健学習の違い，授業案，
子供の実態の書き方，どれをとっても初めての体験にとまどい，悩みながらも，各学校での多大な
協力・指導・助言・子供の笑顔に励まされて，授業実践にまでこぎ着けました。この養護教諭執務
事例集Ⅵが，これから行われるであろう保健科領域の授業に大いに役立つことを希望していま
す。 
 編集に当たり，各協力委員の養護教諭とその所属する学校の校長先生始め諸先生方，静岡県
教育委員会体育保健課指導主事等，多くの先生方のご協力を賜りましたことを深く感謝し，厚くお
礼申し上げます。 
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